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市民意識調査（Ｈ23年11月）
　対象 5,000人
　回答 2,510人（50.2%）

市民アンケート
・大和市民まつり （5月） 822人
・ｅモニター　　   （6月） 539人

庁内検討会議

計11回
検討会開催

市民意見交換会（5/29～6/6）
・市内10箇所・意見交換181人

市民意見公募手続（5/29～6/28）

市民アンケート
・産業フェア（11月）  728人

やまと市民討議会 （10月）
　無作為抽出3,000人のうち、
　一般市民27人が参加

諮問 （7/26）

答申（4/25）

前期基本計画の施策評価
＜一次評価＞

前期基本計画の
施策評価
＜二次評価＞
（7月～12月）

計5回
審議会開催

後期基本計画
（案）審議

計5回
審議会開催

後期基本計画（案）
議会説明

後期基本計画（案）
骨子整理

後期基本計画 最終案整理

後期基本計画 策定

実施計画 策定

策定方針の決定

後期基本計画（案）の検討

提言：施策評価（二次評価）

H24年12月～
H25年   4月（ ）

H24年7月～
H25年 7月（ ）
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市民参加の状況

市民意識調査
無作為抽出した16歳以上の市民を対象に、アン
ケート形式による調査を実施した

●調査対象：大和市在住の満16歳以上の男女個人
●調査期間：2011年

（平成23年11月30日～12月14日）
●対象人数：5,000人
●回収結果：2,510人（回収率50.2%）
●調査内容：①市への愛着

②定住の意向
③まちづくりの分野についての重要
度と満足度

④各施策に対する意識
⑤各施策における事業の優先度など
について13問の質問を設定

市民アンケート
やまと市民まつり及び産業フェアの会場におい
て、来場者を対象に各施策における事業の優先度
（何に力を入れるべきか）について聞き取り調査
を実施した

＜やまと市民まつり＞
●調査期間：平成24年5月12～ 13日
●回収結果：822件

＜産業フェア＞
●調査期間：平成24年11月3～ 4日
●回収結果：728件

やまとｅモニター
市民アンケートと同様に各施策における事業の優
先度（何に力を入れるべきか）ついて、やまとｅ
モニターを活用した聞き取り調査を実施した

●調査期間：平成24年6月1日～ 7日
●対象人数：1,366人
●回答結果：539件

やまと市民討議会
無作為に抽出した18歳以上の市民3,000人に案
内状を送付し、参加の同意をいただいた市民等に
より討議会を実施した

●開 催 日：平成24年10月13日、20日
●テ ー マ：①人の健康

②まちの健康
③社会の健康

●参 加 者：市民27人
市内高等学校在学生13人

市民意見交換会
後期基本計画の骨子案について、市内10か所に
おいてポスターセッション方式により来場者一人
ひとりから意見を聴取した

●開催期間：平成25年5月29日～ 6月6日
●参加者・延べ意見数：181人・ 412件

市民意見公募手続
後期基本計画の骨子案について、パブリックコメ
ント方式により文書等で意見を聴取した

●実施期間：平成25年5月29日～ 6月28日
●意 見 数：2件



第８次大和市総合計画後期基本計画（案）について（諮問、答申）

第８次大和市総合計画・
後期基本計画（案）に対する意見

総合計画審議会委員名簿
（敬称略、50音順、答申時）

大和市総合計画審議会　会長　殿

第８次大和市総合計画・後期基本計画（案）
について（諮問）
　このことについて、大和市総合計画・後期基本計画を策
定するにあたり、別添「第８次大和市総合計画・後期基本
計画（案）」について、貴審議会の意見を求めます。

平成24年７月 26日
大和市長　大木　　哲

大和市長　大木　哲　殿

第８次大和市総合計画・後期基本計画（案）
について（答申）
　平成 24年 7月 26日付けをもって諮問を受けました第
8次大和市総合計画・後期基本計画（案）について、慎重
に審議を行い、その結果、別紙のとおり意見を取りまとめ
るとともに、別添「後期基本計画（案）」を整理しました。
　今後、後期基本計画の策定あたっては、できる限りその
趣旨を反映するようお願いいたします。
（別紙については、下記を参照）。

平成25年 4月 25日
大和市総合計画審議会　会長　中林　一樹

１ 将来人口について
●将来人口については、新たな人口推計によると本
市のピーク時人口の増大と時期の延伸が予想され
るものの、計画期間内における将来人口の推計に
大きな変化が見られないことから、従前のとおり
とすることが適切と考えます。

２ 土地利用の方針について
●土地利用の方針については、都市の健全な発展と
秩序ある整備を目的とした都市計画の考え方に照
らし、長期的な視点による施策の展開が必要とな
ることから、従前からの方針を継承し、前期基本
計画と同様とすることが適切と考えます。

３ 計画の体系について
●前期基本計画における施策の評価結果を十分踏ま
え、市民から見てより分かりやすい計画体系とな
るよう、個別目標と行政経営に関する方針を編成
してください。

４ 個別目標に係る共通事項について
●個別目標の記述にあたっては、基本構想に掲げる
施策の方向性を踏まえつつ、これまでの取り組み
結果や社会状況を考慮しながら、現状と課題を明
らかにするとともに、課題解決に向けた取り組み
方針を記述してください。
●個々の施策においては、相互に関連性の強いもの
があることから、できる限り相関関係の分かる横
断的な記述としてください。また、専門的な用語
などの使用にあたっては、注釈を付すなどの工夫
を行ってください。
●市民団体やNPO法人など、新たな公共の担い手
が一層増えてきていることから、様々な分野にお
ける公共サービスの提供にあたっては、これらの
団体との積極的な連携と、その取り組み内容につ
いて記述してください。

５ めざす成果と指標、主な取り組みについて
●前期基本計画と同様に、分かりやすいめざす成果
を指標とともに掲出してください。
●指標の設定にあたっては、具体的な取り組みが、
施策の成果を適切に反映したアウトカム指標とな
るよう努めるとともに、実現可能性のある現実的
な目標値を設定してください。
●めざす成果を達成するための主な取り組みについ
ては、新規の取り組みや充実していく事業などを
中心に、具体的な内容を記述してください。

６ 目標の実現に向けてについて
●後期基本計画の個別目標がしっかりと実現される
よう、行政経営の進め方について、現状と課題を
踏まえ、方針を記述してください。

委員氏名 役職等
池田　　勝彦 大和市環境審議会 会長
伊知地　るみ 公募委員
川渕　　孝一 東京医科歯科大学大学院 教授
杉下　　由輝 公募委員
関水　　英子 公募委員
田中　　孝司 株式会社地域環境計画 代表取締役
田中　　寛規 芸術家
豊田　　宗裕 星槎大学 准教授／横浜国際福祉専門学校 顧問
仲　　　明子 聖セシリア女子短期大学 教授

中林　　一樹 明治大学大学院 特任教授／
大和市都市計画審議会 会長

長谷川　愛子 箏曲家
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成果を計る主な指標と目標値の設定理由
めざす成果 成果を計る

主な指標 計算式等 現状値 現状値
年月

中間目標値
（H28・2016）

目標値
（H30・2018） 目標値の設定理由

市民一人
ひとりが
健康づくりに
取り組んで
いる

自ら健康づくり
に取り組んで
いる市民の割合

市民意識調査で
測定 63.1% 平成23年

11月 69.0% 75.0%

過去2回の調査における市民意識の推移
は若干増加しているものの、60歳以上
の市民では73.2%（前回72.5%）、60
歳未満では57.0%（前回53.8%）に留
まっているため、今後、60歳以上では
現状値の1割、60歳未満では現状値の
3割増やすことを目指し目標値を設定し
た。

肺がん検診
受診率

肺がん検診
受診者数／
職域等で受診して
いない40歳以上
の対象者
×100

15.5% 平成25年
3月 21.5% 27.5%

平成24年度における肺がん検診受診率
の状況から、後期基本計画においても目
標値を変更することなく27.5%とし、
中間目標値については毎年2%ずつ受診
率を向上させることを目指して21.5%
とした。

心身の健康を
維持・増進
するための
体制が整って
いる

65歳以上の
インフルエンザ
予防接種受診率

65歳以上インフ
ルエンザ予防接種
者数／ 65歳以上
人口×100

33.9% 平成25年
3月 50.0% 50.0%

65歳以上の予防接種は本人の希望に基
づいて行われるものであるため、きめ細
やかな情報提供に努め、2人に1人が予
防接種を受診している状態にすることを
目標にした。

自殺死亡率
（人口10万人
あたりの自殺
死亡者数）

自殺者数（人口動
態統計に基づく実
数）／人口
（10/1現在）
×100,000

20.9人 平成23年
12月 15.5人 15.5人

やまと自殺総合対策計画において平成
28年度の数値目標を15.5人（平成17
年の数値22.1人を30%減少）としてい
ること、また、これまでの実績値等を踏
まえ、中間目標値、目標値ともに同じ数
値とした。

いざという
ときに診療を
受けられる

休日夜間急患
診療所
（一次救急）の
年間患者取扱
件数

休日や夜間に
受け入れた内科や
小児科の軽症患者
の年間受診者数

13,018件 平成25年
3月 14,000件 14,000件

過 去2年 間 に お け る 取 扱 件 数 は、
13,000件前後で推移していることを踏
まえつつ、二次救急における軽症患者の
受診抑制による軽症患者の流入と、健康
施策の普及による一次救急受診者の減少
を考慮して目標値を設定した。

二次救急での中
度・ 重度患者の
割合

中度・ 重度患者
数／総受診者数 12.1% 平成25年

3月 15.3% 17.2%
過去3年間（平成21～23年）における
実績では、前年度比で6％ずつ増加して
いることから、今後も同様の伸び率とし
て目標値を算出した。

市立病院が
地域の
基幹病院
としての役割
を果たして
いる

地域の診療所等
から市立病院に
紹介された患者
の割合

（文書による紹介
初診患者数＋救急
車による搬送患者
数）／初診患者数
×100

46.9%
平成
25年
3月

60.0% 65.0%
国が定める地域医療支援病院の指定要件
の一つである紹介率60%を中間目標値
とし、5%上積みしたものを最終目標値
とした。

患者満足度調査
における満足度
の割合

外来患者、
入院患者に対する
満足度調査で測定

89.1% 平成24年
7月 93.0% 94.0%

病院経営計画に掲げる平成26年度まで
の目標設定（92.0%）に基づき、平成
27年度以降、満足度を毎年0.5％ずつ増
やしていくことを目標とした。

高齢者が
生き生きと
暮らしている

高齢者が地域で
生き生きと活動
していると思う
市民の割合

市民意識調査で
測定 54.6% 平成23年

11月 56.0% 57.0%
経済の動向や、市民一人ひとりの健康状
況にも大きく左右されることから、これ
らのことを考慮して目標値を設定した。

シルバー人材
センターの
会員数

年度末会員数 894人 平成25年
3月 1,020人 1,090人

シルバー人材センターにおいて、今後、
中期計画を策定して具体的な対応を図る
が、現時点で、雇用情勢をみながら想定
した年約3.5%増の目標値を設定した。

介護予防講座
受講者数

介護予防に係る
各種講座の受講者
実数

324人 平成25年
3月 457人 536人

第5期高齢者保健福祉計画における目標
受講者数（平成26年度：390人）をも
とに、年8.3％の伸び率で目標値を設定
した。

必要な介護
サービスの
支援が受けら
れる

介護を必要
とする人が安心
して暮らして
いると思う
市民の割合

市民意識調査で
測定 47.3% 平成23年

11月 55.0% 65.0%

介護保険への関心が高まる40歳以上の
市民（第2号及び第1号被保険者）の人
口割合が約60%であることから、サー
ビス供給量の増加やサービスの多様化を
行うことにより制度周知を図り5％上積
みして65%に目標値を設定した。

介護サービス
利用者の満足度
の割合

大和市高齢者保健
福祉計画・
介護保険事業計画
策定のための
実態調査で測定

62.3% 平成23年
1月 65.0% 70.0%

アンケートで満足度が低いと回答した市
民は、介護サービス利用料の負担が大き
いなど、国の制度設計に対するものが大
半を占めていることから、市内における
介護サービスの拡充等は満足度に与える
影響が当初想定より低いと推測し、前期
目標値（80%）を10%減とした。
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めざす成果 成果を計る
主な指標 計算式等 現状値 現状値

年月
中間目標値

（H28・2016）
目標値

（H30・2018） 目標値の設定理由

障がい者が
地域の中で
自立した生活
を送っている

障がい者の
地域移行率

グループホーム
入所者数／
（施設入所者数＋
長期入院患者数＋
グループホーム入
所者数）×100

39.0% 平成25年
3月 43.1% 45.2%

国のグループホーム、ケアホームへの移
行目標及び施設入所者の削減目標をもと
に、本市のグループホームやケアホーム
の設置状況などを踏まえ目標値を設定し
た。

お互いに
助け合う
地域の関係が
できている

地域に支え合う
人のつながりが
あると思う市民
の割合

市民意識調査で
測定 41.9% 平成23年

11月 44.0% 46.0%
過去3回の市民意識調査における実績値
の平均を基に、意識調査の実施時点にお
いてそれぞれ2％増として目標値を設定
した。

社会保障の
しくみが
安定的に維持
されている

国民健康保険
制度における
特定健康診査の
受診率

40歳以上の
大和市国民健康保
険加入者が、特定
健康診査を受診し
た割合
（法定報告値）

32.0% 平成24年
3月 55.0% 60.0%

厚生労働省保険局が設定する特定健康診
査の目標受診率については、各保険者と
の実績値において大幅な開きがあるもの
の、今後の全国的な保険政策の展開に照
らし、国の定める目標値と同様の設定と
した。

保護受給世帯の
うち、働ける
世帯（その他世
帯）の割合

働ける世帯（その
他世帯）数／保
護受給世帯総数×
100

21.8% 平成24年
12月 20.6% 20.0%

現状での実績を踏まえつつ、働ける世帯
への就労支援を強化し自立に繋げること
から、目標値を設定した。

子どもの心身
の健康が保た
れている

妊婦健康診査の
平均受診回数

妊婦健康診査
受診数（補助券使
用枚数）／
妊婦健康診査
補助券交付数
×14回

10.4回 平成25年
3月 14.0回 14.0回

補助券交付後の流産や妊娠途中での転出
入および出産時の妊娠週数等により受診
回数は減少するが、国が望ましいとする
健診回数の14回を目標値とした。

４ヶ月児健康
診査の受診率

健康診査を
受診した児の数／
健康診査対象児の
数×100

96.2% 平成25年
3月 98.0% 98.0%

入院等やむを得ない事情により受診でき
ない対象児を2%程度と見込み、その他
全員が受診できることを目標とした。

小学校の給食
残食率（野菜）

野菜料理の
残食重量／
提供食重量
×100

12.0% 平成24年
12月 10.0% 8.0%

県下平均値の8%を目標値に設定し、平
成28年度の中間目標値までには、現状
値から毎年0.5%を、平成29年度以降
は毎年1%の減少を目指していくことと
した。

子どもの人権
と安全な生活
環境が守られ
ている

学校PSメール
世帯普及率

登録世帯数／
児童・生徒の
全世帯数×100

81.0% 平成25年
2月 93.0% 97.0%

非常時や緊急時に学校から各家庭に連絡
が確実、迅速に取れるようにするため、
平成30年度における携帯電話の予想普
及率を目標値とした。

子どもの交通
事故の市内発生
件数

中学生以下の
子どもの交通事故
の年間市内発生件
数（1～12月）

139件 平成24年
12月 120件 110件

平成22～ 24年までの交通事故全体に
占める子ども（中学生以下）の交通事故
の平均割合は約11%で、県平均は10％
未満となっていることから、目標値は、
全体事故に占める割合を10%未満とし
て設定した。

子どもが夢や
目標をもって
学んでいる

将来の夢や目標
をもっていると
答えた児童・
生徒の割合
（小5、中2）

小学校5年生と中
学校2年生を対象
とした
アンケート調査で
測定

（小）88.2%
（中）69.8%

平成22年
9月

（小）
89.0%
（中）
71.5%

（小）
89.0%
（中）
72.0%

平成22年実施の文部科学省調査におい
て小学校6年生対象の結果が86.8%で
あることから、現状値の継続を目指すこ
ととし、また中学校3年生対象の結果が
71.6%であることから、本市の状況を
全国平均値まで引き上げることを目指す
こととした。

児童・生徒の
1か月の平均
読書冊数
（小4～6年）
（中1～3年）

小学校4～6年生
と中学校1～ 3年
生を対象としたア
ンケート調査で測
定

（小）11.3冊
（中）    3.7冊

平成24年
7月

（小）
13.5冊
（中）
5.8冊

（小）
14.0冊
（中）
6.0冊

本への親しみを考えた場合、量と質の双
方の向上を計る指標が求められるが、全
国学校図書館協議会読書調査に準じて設
定した。

不登校や
いじめの問題
が少なく
なっている

不登校児童・
生徒の割合

不登校児童・ 生
徒数／全児童・
生徒数×100

（小）0.57%
（中） 3.53%

平成24年
3月

（小）
0.29%
（中）
2.51%

（小）
0.25%
（中）
2.22%

不登校になる原因は様々であるが、まず
は学校に起因する事例の出現をおさえる
ことから取り組み、家庭環境への支援等
を図ることにより、平成30年度までに
全国平均を下回ることを目指すこととし
た。

いじめ問題の
解消率

文部科学省に
よる、児童生徒の
問題行動等調査に
よる

（小）   95.8%
（中） 100.0%

平成24年
3月

（小） 
100.0%
（中） 
100.0%

（小） 
100.0%
（中） 
100.0%

一人ひとりの児童・生徒を大切にした教
育の取り組みとして、どの子にも起こり
うるいじめ問題への対応が図られている
ことを示すため、100%を目標とした。



めざす成果 成果を計る
主な指標 計算式等 現状値 現状値

年月
中間目標値

（H28・2016）
目標値

（H30・2018） 目標値の設定理由

子どもが
個性・能力に
あった教育を
受けている

子どもの個性や
能力にあった
教育が行われて
いると思う市民
の割合

市民意識調査で
測定 32.5% 平成23年

11月 35.0% 40.0%
平成23年の市民意識調査の結果を踏ま
え、平成28年までは平成23年を超える
数値を目指し、その後は市民意識を更に
高め、40%を目標値とした。

特別支援教育ヘ
ルパー充足率

特別支援学級に在
籍する児童・
生徒の介助等を
行うヘルパー数／
ヘルパー適正数
×100

92.0% 平成24年
5月 100.0% 100.0%

特別支援学級の児童・生徒の支援を充
実させ、教育的ニーズに応えられるよう
にするため、充足率100%を目標とした。

子どもが様々
な体験を
しながら
育っている

放課後子ども
教室参加率

全放課後子ども
教室における1日
あたりの平均参加
者数の合計／
全児童数

8.4% 平成25年
1月 9.0% 10.0%

子どもたちの放課後の過ごし方が多種多
様化している中で、施策推進にあわせた
より一層の定着を図りつつ、平成30年
度には児童の10%の参加を目標値とし
て設定した。

児童館の1日
あたりの平均
利用者数
（全22館）

年間利用者総数／
年間平均開館日数 451人 平成25年

3月 450人 450人
放課後子ども教室等の拡充により、利用
者が減少する見込みだが、各種事業展開
により現状の利用者数の維持を目標とし
た。

中高生
ボランティア
参加者数

「大和市民まつり
で青少年指導員を
手伝う中学生ボラ
ンティア」、「こど
もと遊ぶ中高生ボ
ランティア」、「青
少年センターま
つり中学生ボラン
ティア」の
参加者数

115人 平成25年
3月 120人 125人

より多くの中高生がボランティア活動を
体験することを目指し、現状の参加者数
から5年間で約10％の増を目標値とし
て設定した。

安心して
子育てを
している

子育てに関する
不安を相談
できる場が
あると思う
市民の割合

市民意識調査で
測定 47.7% 平成23年

11月 55.0% 60.0%
訪問事業等の充実により、より一層相談
しやすい環境づくりを推進し、5年間で
約10％の増加を目指すこととした。

つどいの広場の
1か所1か月
あたりの
平均利用者数

（市内「こどもー
る」における年間
利用児童数＋保護
者数）／（施設数
×12か月）

2,007人 平成24年
12月 2,100人 2,200人

前期基本計画における利用者実績を踏
まえつつ、中間目標値、目標値それぞれ
100人程度の増加を目標値とした。

働きながら
子育てが
できている

保育所の
入所定員数

平成26年度に
策定予定の
「子ども・子育て
支援計画」
における保育所の
入所定員数

1,660人 平成25年
2月

平成26年度
に子ども・子
育て支援事業
計画の策定に
合わせて設定
します

平成26年度
に子ども・子
育て支援事業
計画の策定に
合わせて設定
します

平成26年度に策定する「子ども・子育
て支援事業計画」の中で保育所必要人員
を定めることとした。

放課後児童クラ
ブの待機児童数

放課後児童クラブ
入所希望者数－
入所者数

0人 平成24年
5月 0人 0人 現状を維持し、待機を発生させないこと

を目標とした。

災害に対して
自ら備えを
している

地域防災訓練を
実施している
自治会の割合

地域防災訓練を
実施している単位
自治会数／
全単位自治会数
×100

72.0% 平成25年
3月 76.0% 78.0%

平成25年度からスタンドパイプ消火資
機材の訓練を開始したことに加え、さら
に地震体験車を活用し活気ある防災訓練
を実施することで、各自治会に積極的な
参加を働きかけ毎年1％程度の上昇を目
指すことを目標とした。

市と要援護者名
簿を共有してい
る自治会の割合

災害時要援護者
名簿を共有して
いる単位自治会／
全単位自治会数
×100

66.4% 平成25年
3月 74.0% 78.0% 毎年度、3自治会程度の協力を得ること

を目標に、年間2％の増を目標とした。

住宅の耐震
改修率

耐震性のある
木造住宅戸数／
木造住宅全戸数
×100

88.5% 平成25年
3月 90.8% 92.5%

国の基本方針に基づき平成27年に耐震
化率90％を目指すと共に、平成30年に
は耐震化率92.5％を目標とした。



付属資料

めざす成果 成果を計る
主な指標 計算式等 現状値 現状値

年月
中間目標値

（H28・2016）
目標値

（H30・2018） 目標値の設定理由

防災・減災の
ためのしくみ
が整っている

地域で広域避難
場所が知られて
いると思う市民
の割合

市民意識調査で
測定 66.8% 平成23年

11月 69.8% 70.3%

年間の総合防災訓練、講演会等の参加
者を2,500人程度に見込み、そのうち
広域避難場所を知らない市民の割合が約
1,000人であることから、毎年約1,000
人程度の周知を図っていくことを目指
し、目標値を算出した。

指定避難所等の
非常食糧の
備蓄率

東京湾北部地震に
対して想定して
いる非常食糧の
備蓄率

70.6% 平成25年
3月 100.0% 100.0%

地域防災計画の修正により、被害想定地
震をより切迫性の高い東京湾北部地震に
変更したうえで、東京湾北部地震に対し
て想定している非常食糧に対する備蓄率
を100％にすることを目標とした。

防災講話の
受講団体数

市が実施する防災
講話を受講した
団体数

45団体 平成25年
3月 55団体 60団体 毎年度、3団体程度の新規参加を得るこ

とを目指し、目標値を設定した。

都市の
防災機能が
充実している

防災上重要な
公共建築物の
耐震改修率

耐震性のある棟数
／全棟数
×100

97.7% 平成25年
3月 98.4% 100.0% 災害時に防災上必要な役割を担うことか

ら、耐震化率100%を目標値とした。

雨水整備率

公共下水道による
浸水対策整備済み
区域面積／
事業認可区域面積
×100

68.2% 平成25年
3月 68.7% 69.0% 浸水被害解消に向けて、大和市公共下水

道事業計画に基づき目標値を設定した。

十分な消防力
が整っている

火災発生率
（人口1万人
あたりの火災
発生件数）

火災発生件数
(1～12月 )／
人口×10,000

2.9件 平成24年
12月 2.7件 2.6件

火災発生件数を抑制するため、消防車両
による防火パトロールを強化し、放火等
の人為的行為ができない環境を整えるこ
とで、毎年1件の減少を目指すことを目
標とした。

救命講習受講者
資格取得者数
（累計）

救命講習修了者数 21,411人 平成25年
3月 28,000人 35,000人

救命講習会の充実に取り組んでおり、平
成25年度に年間2,700人を目標とし、
以降、毎年前年度を上回る目標値を設定
した。

救急車の
医療機関到着
までの所要時間

覚知から傷病者を
医療機関等に収容
するまでに要した
所要時間の合計／
搬送人員

36.0分 平成24年
12月 36.0分 36.0分

今後、救急出動件数の増加が見込まれ、
それに伴い現場到着時間や医療機関到着
時間の遅延が予測されているが、救急隊
の現場活動時間の短縮や早期に医療機関
へ収容することで、現状値を維持する目
標値とした。

犯罪の不安を
感じること
なく暮らして
いる

以前に比べて、
大和市の治安は
良くなったと
思う市民の割合

市民意識調査で
測定 46.0% 平成23年

11月 48.8% 50.0%

防犯活動団体との連携や自主防犯活動団
体への支援など、犯罪が起こりにくい環
境を整えることにより、2人に1人が良
くなったと感じるまちになることを目標
値とした。

年間犯罪
発生件数

犯罪の年間市内
発生件数
（1～12月）

2,499件 平成24年
12月 2,230件 2,100件

平成24年における犯罪件数のうち、発
生件数の多い自転車盗（754件）につい
て、概ね半数減少させることを目指し目
標を設定した。

自主防犯活動
団体数

市内で地域の防犯
活動を自主的・
継続的に実施する
団体数

188団体 平成24年
12月 212団体 228団体

主な自主防犯活動団体は自治会である
が、自主防犯活動団体数については、自
治会数（単位自治会数152）の1.5倍に
なることを目標とした。

交通事故の
不安を感じる
ことなく
暮らしている

交通人身事故
発生件数

市内の交通事故の
年間発生件数
（1～12月）

1,267件 平成24年
12月 1,200件 1,100件

市内の発生件数のピークは、平成13年
の2,132件で、年々減少しているため、
平成28年の中間目標値をピーク時の
45%減の1,200件未満、平成30年の
目標値を50%減の1,100件未満とした。

交通安全教室等
参加者数
（イベントを除く）

イベントなどの
参加者を除いた
交通安全教室等の
参加者数

20,187人 平成25年
3月 22,000人 23,000人

中学校等での交通安全教室の拡大を図
り、平成28年度の中間目標値を22,000
人、平成30年度の目標値を23,000人
とした。

安心して消費
生活を送って
いる

消費生活相談の
苦情件数のうち
完結済みの割合

（相談件数－
継続件数）／
相談件数×100

99.5% 平成25年
3月 99.5% 99.5% 消費生活相談で受理する苦情件数の迅速

な完結を目指し、現状維持を目標とした。

家庭用品品質
表示法・製品
安全4法に係る
立ち入り検査に
よる適正表示の
割合

検査の結果適正な
表示とした品目／
検査品目×100

100.0% 平成25年
3月 100.0% 100.0% 適正表示の品目数を現状のとおり100%

を保つことを目標とした。



めざす成果 成果を計る
主な指標 計算式等 現状値 現状値

年月
中間目標値

（H28・2016）
目標値

（H30・2018） 目標値の設定理由

航空機による
被害のない
生活を送って
いる

時間帯補正等価
騒音レベル
（Lden）

夕方の騒音、
夜間の騒音に重み
付けを行い評価し
た１日の等価騒音
レベルを算出し、
全測定日について
パワー平均を算出
したもの

国の基準改定により、平成
25年度から測定 

逓減させる
よう取り組み
ます

逓減させる
よう取り組み
ます

環境省において航空機騒音に係る環境基
準が示されていることを鑑み、本市にお
ける航空機騒音の状況を把握するための
指標設定とした。

二酸化炭素の
排出量が削減
されている

環境に配慮して
いる人が多いと
思う市民の割合

市民意識調査で
測定 49.3% 平成23年

11月 62.0% 67.0%
平成30年までに市民意識を2/3（67%）
まで引き上げることを目標とし、現況値
を元に目標値を設定した。

1990年度と
比較した
エネルギー供給
量等に基づく
二酸化炭素
排出量の割合

当該年度二酸化炭
素排出量／
1990年度二酸化
炭素排出量
×100

104.3% 平成24年
3月 84.1% 79.2%

環境基本計画において設定した平成29
年度までに1990年度（平成11年度）
比20% 削減を、平成42年度までに
1990年度（平成11年度）比30%削減
を目標とし、現況値を基に目標値を設定
した。

ごみの
減量化、
資源化が
進んでいる

市民一人1日
あたりのごみ
排出量

1年間の家庭ごみ
発生量（ごみ）／
人口／
365日

459g 平成25年
3月 420g 412g

平成21年8月に策定された「大和市ご
み処理基本計画」により、平成19年
度の値を基準として毎年1%、10年で
10%削減していく計画で目標を設定し
た。

リサイクル率
実際に資源化
された量／
廃棄物の総排出量
×100

21.9% 平成25年
3月 30.0% 32.0%

平成21年8月に策定された「大和市ご
み処理基本計画」により、平成19年度
の値を基準として資源回収量を毎年1%
程度増加していくと想定し、その他プラ
の再商品化及び焼却灰の資源化量を増加
させていく計画で目標を設定した。

ごみ焼却灰の
資源化率

1年間のごみ焼却
残渣のうち、資源
化施設へ輸送し
資源化を行った
量の割合

19.8% 平成25年
3月 45.0% 55.0%

平成21年8月に策定された「大和市ご
み処理基本計画」により、市内での新た
な最終処分場の確保が課題となっている
ことから、焼却灰の資源化を推進するこ
ととしており、資源化率の目標を設定し
た。

ごみのない
清潔なまちが
維持されて
いる

美化推進月間
クリーン
キャンペーン
参加者数

毎年11月に実施
している大和市
美化推進月間
クリーンキャン
ペーンの参加者数

3,468人 平成24年
11月 5,000人 5,200人

キャンペーン実施日の天候等に大きく影
響されるものの、過去の実績などから年
間100人程度の増加をめざし、中間目標
値及び目標値を設定した。

河川の水質が
保たれている

境川、引地川の
生物化学的酸素
要求量（ＢＯＤ）

境川及び引地川の
ＢＯＤ平均値

境川
1.3㎎ /ℓ
引地川
1.0㎎ /ℓ

平成25年
3月

境川
3.0㎎ /ℓ
引地川
2.0㎎ /ℓ

境川
3.0㎎ /ℓ
引地川
2.0㎎ /ℓ

安心して水遊びができる川を目指すこと
とし、水源を本市に有する引地川につい
ては2mg/ℓを目標値とし、他市からの
流入河川である境川については目標値を
3mg/ℓとした。

下水道出前授業
の実施校数

小学校4年生を対
象とした下水道の
仕組みや役割につ
いての授業の
実施校数

19校 平成25年
3月 20校 20校 市内の小学校全20校において実施する

ことを目標とした。

生活を脅かす
環境要因が
改善されて
いる

環境基準項目
不適合率

環境基準超過項目
数／当該年度測定
環境基準項目数
×100

7.0% 平成24年
3月 4.2% 4.2%

環境基準を超過した有害物質数を、
2018年度までに、3項目以下とするこ
とを目標とした。

公害苦情件数
苦情受付、
現地調査、
事業所への指導
まで行った件数

117件 平成25年
3月 113件 111件 毎年、対前年比約1%減少させることを

目標とした。

緑地が保全
され、まちの
中の緑化が
進んでいる

大和市には、緑
や公園が多いと
思う市民の割合

市民意識調査で
測定 68.0% 平成23年

11月 69.5% 70.5%
平成37年までに市民意識を3/4（75%）
まで引き上げることを目標として、中間
目標値と目標値を設定した。

民有地に設置さ
れた生垣延長（累
計）

みどり助成で設置
された生垣延長の
累計

591.9ｍ 平成25年
3月 680m 720m

直近である平成24年度中の延長距離約
22ｍを、今後毎年の延長目標として設
定した（10ｍ未満は切り捨て）。

保全を図って
いる緑地面積

大和市と
賃貸借契約などで
保全を図っている
緑地面積＋
行政で所有して
いる緑地面積

90.0ha 平成25年
3月 92.9ha 92.9ha

緑の減少が続いている状況の中、前期基
本計画で掲げた目標値を維持していくこ
ととした。



付属資料

めざす成果 成果を計る
主な指標 計算式等 現状値 現状値

年月
中間目標値

（H28・2016）
目標値

（H30・2018） 目標値の設定理由

身近な農地が
大切にされて
いる

農地の利用権
設定面積

利用権設定面積の
合計 4.6ha 平成25年

3月 5.0ha 5.2ha
生産者の高齢化等に伴い利用権設定面積
が増加しているため、過去の実績を踏ま
えて目標値を設定した。

市民農園区画数 市内全市民農園の
利用区画数 863区画 平成25年

2月 900区画 950区画
抽選倍率及び土地所有者の相続等により
閉園となる農園や新規で開園する農園を
考慮し目標値を設定した。

市街地の整備
が計画的に
進んでいる

土地区画整理事
業などによる市
街地整備の割合

土地区画整理
事業等実施面積／
市街化区域面積
×100

58.1% 平成25年
3月 60.2% 60.4%

平成30年度までに土地区画整理事業が
完了する予定となっているものを見込
み、目標値を設定した。

プロムナードに
おける1日
あたりの
通行者数

プロムナードに
おける平日１日
あたりの通行者数

24,195人 平成23年
7月 25,850人 26,350人

平成23年の時点で平成25年度の目標
を達成している。このため、平成23年
の通行者数を基準とし、毎年1%の通行
者増および、第4地区再開発施設の利用
者増を踏まえ、目標値を設定した。

渋谷（南部地区）
土地区画整理事
業の進捗率

整備済面積／
施行地区全体の
整備予定面積
×100

87.6% 平成25年
3月 100.0% － 平成28年度に事業完了予定のため。

良好な
まち並みが
形成されて
いる

大和市は、
良好なまち並み
が形成されて
いると思う市民
の割合

市民意識調査で
測定 44.7% 平成23年

11月 50.0% 52.0%

これまでの取り組みによって、市民の意
識は、概ね3年で4%程度増加したこと
を踏まえ、今後のまち並み整備やまちの
ルール化による良好なまち並み形成を
図っていくことで、3年で3%程度（1
年で約1%）の向上を目指すこととした。

地区計画、建築
協 定、 地 区 街
づくり協定など
ルール化された
面積（累計）

地区計画、
建築協定、
地区街づくり協定
などルール化
された面積の累計

121.8
ha

平成25年
3月 122.8ha 128.3ha

平成30年度までに誘導すべきと考える
地区の区域面積を見込み、目標値を設定
した。

道路や公園を
快適に利用し
ている

都市計画道路の
整備率

整備済延長／
都市計画道路延長
×100

63.3% 平成25年
3月 63.9% 64.7% 現在、事業を進めている都市計画道路の

完成を見込み、目標値を設定した。

市民1人あたり
の都市公園面積

都市公園の総面積
／人口 2.7㎡ 平成25年

3月 2.9㎡ 4.0㎡
大和市都市公園条例及び大和市緑の基本
計画で定めている、都市公園の住民1人
あたりの敷地面積の基準を考慮し、中間
目標値と目標値を設定した。

地域交通の
利便性が
向上している

大和市は、
公共交通機関を
手軽に利用
できると思う
市民の割合

市民意識調査で
測定 75.8% 平成23年

11月 80.0% 82.0%

コミュニティバスの運行地域拡大や、交
通バリアフリーに関する様々な施策を実
施することにより、多くの市民にとって
公共交通を利用しやすい環境になるた
め、平成23年の現状値75.8%を踏まえ、
中間目標値を80%、目標値は2%増の
82%に設定した。

コミュニティ
バスの利用者数

コミュニティバス
全路線の年間利用
者数

332,426人 平成25年
3月 638,100人 721,500人

既存ルートにおいては、運行内容の見直
しにより、毎年1%の利用者増を見込む。
また、平成26年度から、市内の4地域
で新しいコミュニティバスの本格運行が
始まる予定であり、これによる利用者増
を見込み、目標値を設定した。

自転車を
快適に利用
している

自転車走行空間
の総延長

自転車専用道路＋
車道に自転車の通
行位置と進行方向
を明示した路線の
整備延長

14km 平成25年
3月 24km 35km

主要軸等における自転車通行帯の優先整
備路線延長及び関連する補完軸・接続
路線における路面標示等の整備予定路線
延長（国県道要望含む）を目標とした。

適正駐輪率
適正駐輪台数／
乗り入れ台数
×100

98.7% 平成25年
3月 99.0% 99.0%

前期基本計画期間に達成した高い適正駐
輪率を低下させないよう引き続き十分な
対策を講じることとし、目標値を設定し
た。

生涯学習に
取り組む人が
増えている

市民1人あたり
の学習センター
年間利用回数

学習センター利用
者数／人口 4.11回 平成25年

3月 4.30回 4.58回
新生涯学習センターが開館するまでは年
0.2%の利用者増を見込み、開館後には
年3.3%増になることを目指して目標値
を設定した。

団体企画提案の
地域学習交流
事業・市共催
事業数

学習団体が
学習センターに
事業計画を提出
し、市が地域学習
交流事業・
市共催事業として
承認した事業数

90件 平成25年
3月 123件 133件

団体が広く市民を対象として実施する公
益的な事業を支援することにより、生涯
学習の推進を図ることができるため、平
成24年3月に策定した大和市生涯学習
推進計画の指標に合わせ目標値を設定し
た。



めざす成果 成果を計る
主な指標 計算式等 現状値 現状値

年月
中間目標値

（H28・2016）
目標値

（H30・2018） 目標値の設定理由

読書をする人
が増えている

市民1人あたり
の年間図書貸出
冊数

貸出冊数／人口 4.60冊 平成25年
3月 5.15冊 5.87冊

図書館と学習センター図書室を合計した
図書貸出冊数を2%～7.5%伸ばすこと
を目標とした。

図書館や保育所
などでの
おはなし会の
延べ参加者数

図書館や保育所な
どでのおはなし会
の参加者数の合計

1,933人 平成25年
3月 2,340人 2,580人 図書館や保育所でのおはなし会の参加者

数を年5％ずつ増やすことを目標とした。

スポーツを
楽しむ人が
増えている

日常的に
スポーツを
楽しんでいる
市民の割合

市民意識調査で
測定 36.1% 平成23年

11月 37.1% 37.5%
各種スポーツ教室の開催における参加者
を毎年約1,000人ずつ増加させることを
通じて、年0.2％ずつ増やすことを目標
とした。

市民1人あたり
の公共スポーツ
施設年間利用
回数

年間施設利用者数
／人口 5.79回 平成25年

3月 6.74回 6.85回
公共スポーツ施設年間利用者数を年1%
増やすことを目指して目標値を設定し
た。

総合型地域
スポーツクラブ
の設置数

実績数による 0団体 平成25年
3月 1団体 2団体

スポーツ推進計画の推進に合わせ、中間
目標値と目標値それぞれ１団体ずつ増加
させることを目標とした。

多様な文化や
芸術を楽しむ
人が増えて
いる

文化や芸術活動
が盛んに行われ
ていると思う
市民の割合

市民意識調査で
測定 42.4% 平成23年

11月 52.4% 56.4%
文化芸術振興のための取り組みを推進
し、毎年2%ずつ増加させることを目標
とした。

ＹＡＭＡＴＯ　
ＡＲＴ１００ 
来場者数

ＹＡＭＡＴＯ　
ＡＲＴ１００ と
して採用した文化
芸術イベントの
総来場者数

105,484
人

平成24年
12月 110,000人 115,000人 大和市民の2人に1人が文化芸術に触れ

ている状態にすることを目標とした。

芸術文化ホール
年間利用者数

芸術文化ホール
（メインホール・
サブホール・ギャ
ラリー・練習室）
利用者数

― 平成28年度
開館予定 180,000人 230,000人

近隣市における類似施設の実績を参考に
中間目標値を180,000人とし、平成30
年度は、大和市民すべてが芸術文化ホー
ルを利用している状態にすることを目標
とした。

郷土の文化が
しっかりと
引き継がれて
いる

大和市の歴史や
文化は、
しっかりと継承
されていると
思う市民の割合

市民意識調査で
測定 41.5% 平成23年

11月 42.5% 42.9%
文化財に対する関心を高める取り組みを
進め、毎年0.2％（約500人）ずつの増
を目標とした。

歴史文化施設の
利用者数

郷土民家園＋
つる舞の里歴史
資料館＋
下鶴間ふるさと館
利用者（入園・
入館者）数

48,339人 平成25年
3月 50,300人 51,300人

郷土民家園、つる舞の里歴史資料館、下
鶴間ふるさと館の入園・入館者数を前年
度より1％増やすことを目標とした。

あらゆる差別
がなくすべて
の人が互いの
人権を尊重し
合っている

地域に差別意識
はないと思う
市民の割合

市民意識調査で
測定 65.8% 平成23年

11月 73.0% 75.0%
前期基本計画期間中における市民意識の
推移を参考に、今後、さらなる差別意識
の解消を図りながら、4人中3人の人が
実感できることを目標とした。

男女共同参画
が実感できて
いる

男女が平等で
あると感じる
市民の割合

男女共同参画に
関する市民意識
調査で測定

22.4% 平成21年
5月 35.0% 35.0%

前期基本計画期間中における市民意識の
推移から、今後、飛躍的な伸びは見込め
ないと考えられることから、前期基本計
画に掲出した目標値を引き続き目指して
いくこととした。

審議会、委員会
などにおける
女性委員の割合

女性委員数／
全委員数×100 23.8% 平成24年

4月 50.0% 50.0%
第2次やまと男女共同参画プラン前期実
施計画に基づく目標値で、引き続き男女
共同参画社会の実現に向けて目指すべき
割合として50％とした。

地域の中で
多文化共生が
行われている

国際交流が行わ
れていると思う
市民の割合

市民意識調査で
測定 19.5% 平成23年

11月 25.0% 30.0%

前期基本計画期間中における目標値の達
成状況を踏まえつつ、今後、災害に備
えた外国人支援ネットワークが進むと考
え、平成30年度における目標値を30％
とした。

外国人を支援
するボランティ
ア登録者数

事業、通訳翻訳、
クロスカルチャー
セミナー、日本
語・ 学習支援の
ボランティア登録
者数

245人 平成25年
3月   280人 300人 1年あたり10人程度ずつ増やしていく

ことを目標とした。



付属資料

めざす成果 成果を計る
主な指標 計算式等 現状値 現状値

年月
中間目標値

（H28・2016）
目標値

（H30・2018） 目標値の設定理由

商店街や企業
が活発に活動
している

大和市は、
買い物が
しやすいと思う
市民の割合

市民意識調査で
測定 70.1% 平成23年

11月 73.0% 75.0%
前期基本計画期間中における市民意識の
増加傾向を参考に、厳しい商業環境の中、
目標値は現状維持の中でもわずかに上昇
させることを目標とした。

市内商業者が
商店会等に加入
している割合

商店街団体の加入
事業者数／
市内商業者数
（小売業＋卸売業）
×100

76.3% 平成25年
3月 77.0% 77.0%

昨今の市内商業者をとりまく状況が厳し
いことから、現状を維持していくことを
目標とした。

法人設立数 市民税課への法人
設立届の件数 309件 平成25年

3月 317件 320件
経済状況の悪化により、前期基本計画
の目標値を達成することが厳しいことか
ら、目標値は現状維持の中でもわずかに
上昇させることを目標とした。

市内で働く
人が増え、
生き生きと
働いている

市内事業所
従業者数

市内事業所で働く
従業者数の累計
（経済センサス）

77,815人 平成24年
2月 79,000人 80,000人

平成13年と平成18年の従業者数を比較
するとマイナス739人と減少傾向にあ
るが、既存企業の操業環境を確保するこ
とにより、現状維持の中でもわずかに上
昇させることを目標とした。

勤労者サービス
センターの
加入者数

勤労者サービス
センターの
加入者数の累計

3,912人 平成25年
3月 4,070人 4,150人

経済状況の悪化により、前期基本計画の
目標値が未達成なことから、目標値は現
状維持の中でもわずかに上昇させること
を目標とした。

地域農産物の
消費が安定的
に行われて
いる

直売所などで
販売する農家数

直売所、庭先、
スーパー等での
販売及び学校給食
との契約をしてい
る農家数の合計

146軒 平成25年
2月 146軒 146軒

農家戸数が年々減っている状況の中で
も、農家と協力しながら、現状値を維持
していくことを目標とした。

朝霧市、
夕やけ市、
おさんぽマート
の年間開催回数

朝霧市、夕やけ市、
おさんぽマートの
年間開催回数の
合計

202回 平成25年
3月 200回 200回

年間の開催予定日から天候等によって
開催できない日を考慮し目標値を設定し
た。

「大和」に
多くの人が
訪れている

観光イベント・
施設の
総来場者数

各イベントの年間
来場者数（主催者
発表）及び施設来
場者数の合計

1,497,380人 平成25年
3月 1,530,000人 1,540,000人

渋谷よさこいにおける来場者数を毎年
5,000人ずつ増加させていくことを目指
し目標値を設定した。

フィルム
コミッションで
対応した撮影
件数

フィルムコミッ
ションによる撮影
件数（市及び民間
施設を含む）

60件 平成25年
3月 66件 72件

現状値を踏まえ、中間目標値と目標値そ
れぞれ約10%の増加を目指し、目標値
を設定した。

地域の活動が
活発に行われ
ている

地域活動に参加
している市民等
の割合

市民意識調査で
測定 25.9% 平成23年

11月 31.0% 33.0%
自治会連絡協議会及び各自治会等の地域
活動団体と協力し、地域活動に参加する
市民を毎年1％増やしていくことを目標
とした。

自治会への
加入世帯割合

自治会加入世帯
／世帯数全体×
100

70.7% 平成24年
4月 72.7% 73.7%

自治会連絡協議会と協力して加入促進に
努め、平成30年度の時点における加入
率を3％増やすことを目標とした。

コミュニティ
センターの利用
者数

全20館の年間
利用者数の合計 345,114人 平成25年

3月 359,000人 366,000人
地域コミュニティを活発にするため、こ
れまでの実績値を踏まえつつ中間目標値
を設定し、以後、利用者数を毎年度1%
程度増加させることを目標とした。

公共を担う
市民や事業者
が増えている

ＮＰＯ法人数
主たる事務所の
所在地を本市と
する市内の
ＮＰＯ法人数

67団体 平成25年
3月 87団体 97団体

前期基本計画期間中における団体増加数
の推移を参考に、中間目標値として20
団体、目標値にさらに10団体増加させ
ることを目標とした。

市民活動
センター利用
登録団体数

市民活動センター
利用登録団体の数 220団体 平成25年

3月 240団体 264団体
市民活動センターと連携した取り組みを
推進し、利用登録団体が中間目標値と目
標値それぞれ約10％増加させることと
した。



「健康都市　やまと」宣言
（平成21年２月１日）

　健康は、日々の生活の基本であり、

幸福を追求するために、とても大切なものです。

　都市で生活するわたしたち市民が、

生き生きと暮らすためには、

保健、福祉、医療などを通じて

「人の健康」を守るとともに、

安全で快適な都市環境が整う「まちの健康」、

人と人とのあたたかな関係に支えられる

「社会の健康」を育てていくことが重要です。

　大和市は、市民一人ひとりの健康な生活の実現に向けた

取り組みを進め、「健康都市」を

目指すことを宣言します。



大 和 市 歌
（昭和39年2月1日制定）



市　章
（昭和28年 11月 3日制定）

市の花
（昭和44年 2月 1日制定）

市の木
（昭和44年 2月 1日制定）

野ぎく

山ざくら

オナガ市の鳥
（平成元年2月 1日制定）

市の
シンボルカラー
（平成元年2月 1日制定）

福祉の日
シンボルマーク
（昭和51年 10月 15日制定）

健康都市
シンボルマーク
（平成20年 10月 1日制定）

大和市章
躍進大和市の「大」の文字の全体を円形
にかたどり、鳥が翼を広げたような形は
大和市将来の円満な飛躍発展を表徴した
ものです。

若みどり
市制30周年を記念して制定。若葉、新緑
の色「若みどり」は、将来に向けて躍進す
る青年都市大和市を象徴する色として選ば
れました。

三つの円は国、市、住民と人間の和を、
若葉はお互いの手を表現し、手を取り合
い協力していこうという思いが込められ
ています。

虹は、市民一人ひとりの輝く個性を、太陽
は、個々の力が集まる強さとあたたかさを
表し、健康と元気に満ちあふれる大和市を
象徴しています。


